
今年度も「看護業務の効率化先進事例アワード」にたくさんのご応募を頂きました。
受賞施設の表彰と、最優秀賞・優秀賞を受賞した施設による事例報告を行います。さらに、
過年度に受賞した取り組みを自施設で試行している施設からの実践報告も併せてご紹介しま
す。ぜひご参加ください。

2023年1月19日（木）13：30～16：00

参加方法 オンライン視聴
（Zoomウェビナー）

参加費 無料

参加
申込方法

日本看護協会公式ウェブサイト（https://www.nurse.or.jp/）に
アクセスいただき、視聴登録フォームからお申し込みください。
開催前日に、ご登録いただきましたEメールアドレスに映像配信
先のURLをご連絡します。

第一部 表彰式

13:30～13:35 開会挨拶 日本看護協会 会長 福井トシ子

13:35～13:40 厚生労働省挨拶

13:40～14:10 受賞施設の表彰

14:10～14:15 選考委員長挨拶・講評 九州大学 名誉教授 尾形裕也

第二部 事例報告会

14:30～15:20 受賞施設の事例発表 5施設（最優秀賞1施設・優秀賞4施設）

15:20～15:30 過年度受賞事例の試行実施報告 1施設

15:30～15:55 質疑応答

16：00 閉会

プログラム

【後援】（公社）日本医師会／（公社）日本歯科医師会／（公社）日本薬剤師会／ （一社）日本医療法人協会／（公社）日本精神科病院
協会／（一社）日本病院会／（公社）全日本病院協会／チーム医療推進協議会／認定看護管理者会／（公社）日本訪問看護財団／
（一社）全国訪問看護事業協会／（公社）全国老人福祉施設協議会／（公社）全国老人保健施設協会

公益社団法人 日本看護協会 労働政策部
〒150-0001 東京都渋谷区神宮前5-8-2
TEL：03-5778-8553 E-mail：kangorodo@nurse.or.jp

申し込みはコチラから

二次元
コード

開催日時

看護業務の効率化
先進事例アワード2022

表彰式・事例報告会
Web開催

参加申込期間 2022年12月6日（火）～ 2023年1月19日（木）

定員 1,000名



株式会社Le-caldo 訪問看護ステーショントータルケア
365日24時間稼働コールセンターの設置がもたらす訪問看護ステーションに
おけるタスク・シフト/シェア

【業務改善部門】

社会福祉法人恩賜財団 済生会松阪総合病院
医療機器と電子カルテのデータ共有による看護業務の効率化
～専従医療安 全管理者の立場から～

【タスク・シフト／シェア、多職種連携部門】

医療法人鉄蕉会 亀田総合病院
特定行為看護師を中心とするPICCチームによるタスク・シフト
～安心・安全でタイムリーな留置を目指した業務改善の取り組み～

【AI・ICT等の技術の活用部門】

社会医療法人石川記念会 HITO病院
患者の転倒転落リスクをAIで予測し多職種連携で個別ケアを実践する！

【その他の工夫部門】

社会福祉法人恩賜財団 大阪府済生会千里病院
コロナ禍がもたらしたリリーフ体制構築の効果

国民健康保険 小松市民病院
コロナ禍だからできた もう迷わない！色別カテゴリ表記で新たな診療材料管理
～看護部と物品管理センターの協働～

地方独立行政法人東京都立病院機構 東京都立多摩北部医療センター
年休取得促進のための計画助勤

株式会社らふえる らふえる訪問看護ステーション
訪問看護における働き方改革：ICT活用による直行・直帰制の実現

トヨタ自動車株式会社 トヨタ記念病院
搬送ロボットを導入した看護師のカイゼン活動
～トヨタ生産方式（Toyota Production System：TPS）を基盤として～

最優秀賞

優秀賞

奨励賞

厚生労働省補助金事業「看護業務効率化先進事例収集・周知事業」

看護職がより専門性を発揮できる働き方の推進や生産性の向上、看護サービスの質の向上を
図るため、看護業務の効率化に資する医療機関等の取り組みを選考・表彰・周知によって、
看護業務の効率化に向けた取り組みを推進します。

看護業務の効率化に関する先進的な取り組みを募集し、その中から汎用性が高く効果のあ
る取り組みを選考・表彰し、広く周知します。

看護業務の効率化先進事例アワードで表彰された先進的取り組みを他の医療機関等におい
ても実施し、看護業務の効率化のさらなる推進を図ります。

過年度アワード受賞施設や試行支援事業参加施設の取り組み等に関する情報は
「看護業務効率化先進事例収集・周知事業ポータルサイト」からご覧いただけます。
http://www.kango-award.jp

特別賞

受賞施設一覧

看護業務の効率化試行支援事業

看護業務の効率化先進事例アワード

厚生労働省補助金事業「看護業務効率化先進事例収集・周知事業」


